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アユのマイクロハビタット　～巻き上がる砂礫に注目して～

坪井潤一・芦沢晃彦・岡崎　巧・熊田那央 *¹・有馬智子 *¹・阿部信一郎 *²　

これまでアユ Plecoglossus altivelis のマイクロハビタットとして重要視されてきた環境条件は，主要な餌生物
である藻類の付着基質となる石の存在であった。しかし，最近では大型の石が点在するような河川環境であっても，
アユの生息密度や，種苗放流による資源添加効率が低い場所がみられる。釜無川において予備調査を行ったところ，
アユの生息密度が低いエリアでは，平水時でも多量の砂礫が河床から水中に巻き上がり，石の表面は砂や造巣性の
トビケラによって覆われていた（図 1）。本研究では，アユの生息場所および非生息場所の物理的環境，特に流下
する砂礫に注目し，アユの定着を阻害する要因について検討を行った。

　　　　　　　図1　表面を砂で覆われた石（左）と表面をトビケラ類の巣によって占有された石（右）

材料及び方法
2009 年 4 月 28 日から 7 月 8 日にかけて，延べ 8 日間にわたり，富士川の上流域である釜無川において調査を行っ

た（図 2）。釜無川では天然アユの遡上はほぼ皆無であり，4 月 15 日から 5 月 15 日にかけて 5 回にわたり種苗放
流が行われた。3 箇所の放流場所周辺で，無作為に場所を決め，1 日 1 箇所あたり 3 投ずつ，投網（目合い 18mm）
による捕獲を行った。延べ 72 投について，それぞれ捕獲を行った直後に，投網で囲まれた範囲内の物理環境を調
べた。水深（cm），流速（cm/sec.），サーバーネット（開口部 25cm × 25cm, 目合い 0.475mm）で採取された流下
する砂礫の重量（g, 河床から 5cm 浮かせた状態で 1 分間），流下する砂礫の粒径（mm），河床を縦に 4 分割する 3
本のライン上（10cm 間隔で 10 箇所 , 計 30 箇所）に占める長径 65mm 以上の石 1) の割合（%），および長径 65mm
以上の石のうち表面が砂もしくは砂で造られたトビケラ類の巣で覆われている石（以下，砂かぶり石）の割合（%, 
砂かぶり石数 / 全石数）を測定した。 

2009 年 6 月 8 日から 9 日にかけて，投網による捕獲調査を行った 3 箇所において，付着藻類の現存量および生
産量を Stevenson (1990) の方法に従い測定した 2)。ミクロクロス 3) を使って採取した付着藻類のクロロフィル量を
分光光度計を用いて測定した 4)。

アユのマイクロハビタットを調べるため，従属変数を投網 1 投によるアユ捕獲有無，説明変数を調査時期，調査
場所，流下した砂礫の重量（g），流下した砂礫の粒径（mm, ランダムに選んだ 10 粒の平均値），水深（cm），流速

（cm/sec），65mm 以上の石の割合，65mm 以上の石のうち砂かぶり石の割合として，ロジスティック重回帰分析
を行った。
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図2　調査地（★, 上から順に上流区, 中流区, 下流区）

結果
透視度のみ下流の調査区ほど低い傾向がみられたが，いずれの定点でも付着藻類の現存量および成長量に有意な

差は認められなかった（川幅 ,  水温 ,  透視度は Kruskal Wallis 検定 , 藻類現存量 , 藻類生産量は ANOVA, 表 1）。

表1  上流区, 中流区, 下流区の河川環境
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ロジスティック重回帰分析の結果，投網 1 投によるアユ捕獲有無の有効な説明変数として，調査時期，流下する
砂礫の粒径，河床に占める石の割合，および砂やトビケラの巣で覆われている石の割合が選択された（表 2）。調
査時期については，日を追うごとにアユの放流量が増え，また河川全体にアユが分散していったため，調査の後半
ほどアユが捕獲されやすかったと考えられた。物理環境については，流下する砂礫の粒径が大きいほど，河床に占
める石の割合が低いほど，砂やトビケラの巣で覆われている石の割合が高いほど，アユが捕獲されにくい傾向がみ
られた（表 2, 図 3）。

　　　表2　ロジスティック重回帰分析によって選択された投網1投によるアユ捕獲有無を説明するモデル

図 3　投網 1 投でアユが 1 匹以上漁獲される確率 . 巻き上がる砂の粒径が大きいほど，河床 30 定点のうち長径
65mm 以上の石の占める割合が低いほど，長径 65mm 以上の石のうち砂やトビケラの巣で表面が覆われている石
の割合が高いほど，アユの捕獲率が下がる .

アユの捕獲有無に影響していた物理環境に関する 3 つの変数のどれもが，流下する砂礫の重量と相関（河床に占
める石の割合のみ負の相関）がみられた（表 3）。そのため，流下する砂は粒径によってはそれ自体がアユの忌避
要因となるだけでなく，堆積により石を埋没させたり，石表面を覆ったりすることで餌環境を悪化させ，アユの定
着を阻害していると示唆された。



－27 －

　　　　　表3　流下した砂礫の重量とアユ捕獲有無の説明変数として選択された3つの変数との相関

考察
投網 1 投によるアユ捕獲有無を説明する有効な変数として，3 箇所設けた場所の違いが選択されなかった。この

ことは，釜無川におけるアユのいるいないは，河川スケールではなく餌環境などマイクロハビタットによって規定
されることを支持する結果である。図 4 に示したとおり，砂礫の流下によって，アユにとって好ましくないマイク
ロハビタットが河川内に増えているいると考えられる。一方，古くからアユの分布に影響をおよぼし得ると指摘さ
れてきた濁りについては，濁度 22mg/L 以上でアユが忌避行動を起こし，その濁度は透視度に換算すると 30cm 以
下である 5)。本研究では最も透視度の低かった下流区においても 80cm 程度であったため，濁りがアユの定着を妨
げる要因であったとは考えられない。

魚類捕獲調査は全て平水時に行われたが，砂が常に巻き上がりながら流下していくと，砂が藻類を削り取ってし
まうことも懸念される 6, 7)。言い換えれば，平水時でありながら常に増水時のような付着藻類の流失が起こる可能
性がある。近年，河床低下防止や高水敷のハリエンジュ繁茂，河川中のカワシオグサの繁茂を防ぐため，河川内へ
の土砂投入が行われているが 8, 9)，これに伴い付着藻類の現存量が減った事例もある 9)。少なくともアユ種苗放流時
期や，天然アユの遡上および産卵時期には，土砂投入は避けるべきであろう。

調査を行った釜無川など，種苗放流によって，アユ資源が維持されている河川では，今後，砂礫の流下量を考慮
したアユ種苗放流場所の選定が，種苗の資源添加効率向上に必要不可欠である。

　　　　　　　　　　　　　図4　巻き上がる砂がアユの定着を阻害する理由
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要約
1．一見するとアユにとって良好な生息場所が多く点在していても，アユ漁が不振な場所がある。
2．潜水目視によって予備調査を行ったところ，アユの生息密度が低い場所では，平水時でも多くの砂が巻き上が

りながら流下していた。
3．本研究では，投網によるアユの生息状況調査に加え，巻き上がる砂などを含む環境測定を実施し，アユのマイ

クロハビタットについて解析を行った。



－28 －

4．アユにとって以下の 3 つが忌避要因であった。1) 巻き上がる砂の粒径が大きい , 2) 河床 30 定点のうち長径
65mm 以上の石の占める割合が低い , 3) 長径 65mm 以上の石のうち砂やトビケラの巣で表面が覆われている石
の割合が高い。

5．今後，砂礫の流下量を考慮したアユ種苗放流場所の選定がなされるべきである
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